
平成27年度の呉港祭が２月7日（日）に盛大に行われました。今年度の“だより作成”でこだわってきた点は、『知られざる裏側』を

少しでもみなさんにお届けしたい！ということでした。今回も“だより”を作るのが残り数回となった今、呉港祭がどんなふうに出来上がって

いくのかを、やっぱりみなさんにお知らせしたいのでございます。

呉港高等学校

教育後援会だより
平成28年 3月２9日 教育後援会広報部 第95号

いつも、この倉庫からすべてが始まってきた

ように思えます。

どの行事も、この倉庫前に行列が出来て、

準備物がドラえもんのポケットのように

毎回出てきてるのを目にしてきました。

呉 港 祭 の 裏 側

そして、正門もまた同時に組み立てられるのです。

各場所で、それぞれが準備をこなしていきます。

いつもこんな場所まで入って

テントを立ててくれてるんですね。

ありがとうございます！

大会議室の展示準備も着々と進んでます。

自分たちが発表のために時間をかけて作ったものを、

明日、来校する多くの人たちに見てもらうためです。



模擬店の準備もおおまか完了しているようです。

コンロの用意もできていて、そこで気づきました。

火を使うテントの後ろには、消火器が１本ずつすでに設置されて

おりました。

知らなかったなぁ。こういうところはなかなか目につかないもの

ですね。当たり前なのかもしれないけど、初めて知りました。

この火の鳥が燃え上がり、『火の鳥ロード』（勝手に命名）を下ってゆくのでございます。

（ちょっと、火の鳥のキモチを味わいたかった・・・）

ちゃんと、机もキレイに並べられています。

ところで、みなさん、この机の幅に意味がある

ことを知ってましたぁ？

いつもは駐車場のこの場所にこういう準備をする

ということは、先生方の車の持っていき場が

ないワケです。

行事の準備のときには、中庭に先生方の車は

所狭しと並べられています。

こんな風にね。この幅は、車が通る幅なんです。

翌日には、この幅は狭められます。

きっと、明日も沢山の人で賑わうでしょう。

そして、準備が終わって先生方は、

ソロリソロリとこの間を縫って

車を走らせ帰宅するのです。

ちなみに、１番大きな車の幅が

目安になるので、その車の持ち主

をちゃんと、ここを担当する

先生は知ってらっしゃいます。

校庭では、明日のファイヤーストームの準備が出来てました。

第３部は非公開なのですが、少しだけみなさんにも様子を

お知らせします。

これが、『この日のために舞い降りた火の鳥がファイヤー

ストームに点火する』場所です。（そういうクダリで

ファイヤーストームが始まります。）



一方、化学室では、

育成部さん主導で

そして、我ら広報部もモノも言わずに

1500個のポテトチップスと格闘中！

（今年は昨年より300個増量）

ポテトチップスに番号のシールを貼り、５個ずつ袋に詰めて、段ボールに収める。

去年よりも数が増えているというのに、今年は手際が良かったのか、時短できました。

来年はもっと早くできることでしょう。（少々、数が増えても大丈夫な気がします。）

制服リサイクルの準備が

進んでおりました。

ハンガーにかけたまま、

スチームアイロンをかけます。

とても丁寧な作業です。

１枚５０円から、とても

リーズナブル価格で販売されます。
（卒業して使わなくなった制服等は

随時寄付の受付をしております。

教育後援会までご一報ください。）

2/6（土）前日準備 【役員たちの準備】



ここからは、よもやま話で申訳ないですが、気になることや、みなさんにお知らせしたい

ことがチョイチョイありまして。なので、ランダムに書きます。

ねぇ、ねぇ、知ってた？消防車が来たんだよ。

第１部が体育館で行われている最中、

１台の消防車が音もなく正門前に停まりました。

2/7（日）呉港祭当日 【ねぇねぇ、知ってた？話】

追跡開始！
「火を焚かれるということで、検査をしにきました。」

という、消防隊員の方のお言葉を耳にした私。

プロパンの設置は正確か、消火器は備えつけて

あるかを確認し、
立水栓の位置、ホースを確認後、

この後、燃やされる木材たちの周囲は

安全か目視確認して、帰られました。

こういった立ち合いが毎年行われていたん

だなぁ。と初めて知った出来事でした。

ねぇ、ねぇ、知ってた？ブラスの演奏のとき、横山先生は

めっちゃ、指示出しながら指揮してたんだよ。

せっかく、役員として色んなところから写真が撮れる特権を

持ってるんだから・・と思って逆方向から撮ってみました。

とても迫力のある、横山先生の

熱いお顔を撮ることが出来ました。

生徒に活を入れながら

指揮をする姿に

妙に得した気分になってしまった

私です。



ねぇ、ねぇ、知ってた？柔道部恒例の長崎ちゃんぽん幟が

今年から導入されたんよー。

毎年、大人気で即完売の柔道部がお届けする長崎ちゃんぽん。

初めて、石井先生にお話を伺いました。

長蛇の列が出来てましたよー。美味しそうなんだもん。

ねぇ、ねぇ、知ってた？今年も模擬店の飾りつけや

呼び込みは、工夫されてたんよー。

毎年、女子のいるクラスはグレードが高いです。

とても可愛い考えられた店構えです。

立体的なのがとてもgoodですよねー。

なぜか焼という字が

松岡先生になってるんです

おでんくん、懐かしいです！ 年に１度の学園祭

楽しんでなんぼ

ですよねー。

楽しいのが１番！

✌('ω'✌ )三

調理をするのは石井先生自らです。実家のお店で提供されてる

ちゃんぽんを忠実に作ってるということを初めて聞きました。

そりゃ、美味しいハズで。納得。

一昨年くらいまでは、石井先生のご両親が手伝いに駆けつけて

くださっていたとか、（校長先生情報です。）

そう思うと１杯400円は安い気がしました。

本場長崎には、かまぼこと平天が一緒になったような練り物が

あるそうです。広島にはそういうものはないので、２種類入れ

てるんですよー。と石井先生。ご夫婦で仲良く、作られています。

是非、これは１杯食べねばならない逸品です。



今年のベスト3ショット！

この賑わい！

どこから撮れば、この賑わいを明確に

撮れるんだろーと思って、

校舎に上がってみました。

ビブス万歳です。

しかし、すごい人数ですねー。
体育館エントランスで展示されていた

オーストラリア縦断レースの模様。

一人静かに観ている生徒の後ろに

そっと、立ってらっしゃる理事長の姿が

とても印象的でした。

見守ってるかのようでした。

時間があったら、レースのお話を

聞いてみたかったです。

季節柄、とても寒いのですが、

ファイヤーストームはとても神秘的です。

始まりも、そして、生徒くじの盛り上がりも、

あの臨場感は特別なもののような気がします。

呉港祭のフィナーレにふさわしいそんな

ひとときです。

おまけの１枚

初海先生、この作業服っていったい

何年前のモノなんですか?

県名が書いてあることにびっくりぽんでした。

楽しかった１日はあっという間でした。

来年もお楽しみに・・・


